
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

１．国内 (1)

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 56,002 105.1% 343,404 101.7% 57,126 101.5% 59,171 100.6% 60,983 102.1%

(2) 処理羽数 55,865 105.9% 329,960 101.5% 54,524 101.7% 53,723 102.3% 54,337 100.9%

処理重量 167.2 106.4% 977.8 101.5% 158.1 99.9% 153.8 102.0% 156.7 99.3%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

２．輸入 (1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

34.1 27.7 123.3 26.4 30.3 87.2 60.5 58.0 104.4 56.4 43.6

46.2 40.9 113.0 32.4 37.5 86.5 78.6 78.4 100.3 58.8 41.2

36.9 39.6 93.1 30.3 33.9 89.6 67.3 73.5 91.5 54.9 45.1

(2) 47.2 41.9 112.7 35.9 35.3 101.9 83.1 77.1 107.8 56.8 43.2

249.1 217.7 114.4 185.8 199.9 92.9 434.9 417.6 104.1 57.3 42.7

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

１．家計消費 (1) 消費動向 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H22年 618 229 847

1,311 1,220 107.5 1,296 1,130 114.7 H23年 642 264 906

1,271 1,259 101.0 1,239 1,162 106.6 H24年 563 189 752

２．量販・卸 (1) 1,286 1,227 104.8 1,214 1,139 106.6 H25年 583 246 829

1,291 1,262 102.3 1,251 1,161 107.8 H26年 626 294 920

※参考資料：総務省統計局HP

３．業務・
　　加工筋

(1)

在庫状況 単位：千トン、％

１．27年5月 (1) 履歴 国産 輸入品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

14.9 23.5 63.1 109.2 86.2 126.7 124.0 109.7 113.0

２．見通し (1) 17.4 22.4 77.5 100.0 77.6 128.8 117.4 100.0 117.3

17.9 20.1 88.8 97.3 82.8 117.6 115.2 102.9 112.0

19.8 21.5 92.0 97.1 88.1 110.3 116.9 109.6 106.7

(2) ※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

１．7月動向 (1) 履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

H27年4月 642 629 102.1 334 271 123.2 976 900 108.4

H27年5月 622 611 101.8 335 279 120.1 957 890 107.5

２．8月見通 (1) H27年6月 612 592 103.4 340 291 116.8 952 883 107.8

H27年7月 617 575 107.3 343 289 118.7 960 864 111.1 ※（）は見通し

H27年8月 (615) 567 108.5 (340) 294 115.6 (955) 861 110.9

H27年9月 (620) 590 105.1 (340) 311 109.3 (960) 901 106.5

637 635 100.3 335 277 120.9 972 912 106.6
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外食、惣菜などで鶏肉を使ったメニューが増え、インバウンド消費も増加していると聞
く。また、原料を国産に切り替える商品も増加していることから、加工仕向けの需要も引
き続き高いまま推移している。

H27年2月

H27年3月

H27年5月

H27年平均

H27年4月

平成27年7月の相場は、もも肉617円/ｋｇ、むね肉343円/ｋｇと、前月比でもも肉が5円/
ｋｇ、むね肉が3円/ｋｇの合計8円/ｋｇ上げとなった。もも肉は、気温の上昇とともに販売
がやや緩んだが、各社の在庫確保などで引合いも継続し、上げ傾向で推移した。
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8月に入っても猛暑が続いており、家庭での消費はやや減少傾向となっている。しか
し、国内在庫は低水準のままで推移しており、年末に向けて商品の余剰感がないこと
から、相場はもも肉、むね肉ともに保合いとなるものと思われる。
もも肉は、夏休みで給食需要等はなくなったものの、量販店の利益商材となっており、
615円/ｋｇ前後での推移。むね肉は、夏場商材として惣菜、外食などのメニュー化が進
んでおり、340円/ｋｇ前後で推移するものと思われる。

輸入品は国産品の不足感から出回り量が増加しており、輸入数量も前年比で増加傾
向となっている。7月以降も40千トンを上回る輸入量が予測されているが、今後は加工
仕向けの需要も増加することから、輸入品在庫も減少傾向となることが想定され、年末
には在庫レベルも80千トン台になるのでは、との見方もある。

国産在庫は、生産が回復傾向となってきたことでやや増加となったが、依然低水準の
ままで推移している。気温の上昇でやや需要は落ち着いてきたが、年末用の在庫や加
工仕向けの原料などの需要により、国産は生鮮、冷凍とも不足状態が続いている。

平成27年5月の推定期末国内在庫数量は、国産が19.8千トンと前月比で在庫は増加し
たが、まだ年末用での不足感はある。輸入品在庫は97.1千トンと前月比で0.2千トンの
減少となり、国産品の不足から輸入品の出回り量が増加し、在庫は減少傾向にある。

8月となり、例年であればテーブルミートでの需要が減退し、給食もなくなることで余剰
感が出てくるところだが、今年はそこまで大きな消費の落ち込みとはなっていない。さら
に、卸も年末向けの在庫を持ちたいところであり、市中に余剰感は出ていない。

輸入鶏肉の平成27年6月通関実績は、47.2千トン（前年比112.7％）と前年を大きく上
回った。ブラジルの輸入が再び増加したことに加え、タイからの輸入も8.5千トンと前年
から倍増、ブラジル、米国、タイ以外の国からも輸入が急増し大きく数量が増加した。
今後も、加工仕向けの需要と、年末に向けた原料確保のため、輸入数量は引き続き40
千トンを超えた数量で推移するものと思われる。

鶏肉調製品は、平成27年6月通関実績が35.9千トン（前年比101.9％）と前年を上回っ
た。タイ産の加工品が大きく増加しており、中国産の減少分（前年比76.1％）をカバーし
ている。平成27年累計でも同様の傾向となっているが、累計では前年の数量を下回っ
ている。価格の上昇などもあり、調製品の輸入は減少傾向であったが、国内産の価格
高もあり、回復傾向にある。

総務省家計調査による平成27年6月の全国一世帯当たりの鶏肉消費量は1,286㌘（前
年比104.8％）、金額では1,214円（前年比106.6％）と前年を大きく上回った。畜産3種
の販売は好調を維持しており、相場の高い牛肉に代わり豚肉や鶏肉の売れ行きが伸
びていると言われており、中でも鶏肉は安価なタンパク源としてだけではなく、外食、総
菜部門でのメニュー化が進み需要は引き続き高い。

平成27年6月単月の実績は、推計で入雛羽数が前年比105.1％、処理羽数が前年比
105.9％、処理重量で前年比106.4%と前年を大きく上回った。
6月は、処理日の関係（日曜日が1日少ない）で前年を上回る結果となり、通年でも前年
を上回った。北日本を中心に気温が平年を大幅に上回った一方、南九州は梅雨前線
の影響で長雨となったところもあり、気温的に育成には好影響となり関東を除いて出荷
は順調であった。

7月以降の計画では、入雛羽数、処理羽数では前年を上回っているが、処理重量はほ
ぼ前年並みの計画となっている。
7月から9月は夏場ということもあり、抑え気味の計画体重となっており、処理重量で前
年を下回る計画となっているが、全国的に猛暑が続いていることから、熱死の増加、増
体の悪化等で計画を更に下回ることが懸念されてきた。
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